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さ

《 令和5年度 総会報告 》

❖今年度の自治連役員 <ブロック代表者>

会 長 畠山 義昭 【江の島】

副会長 馬場 英人 【 西 】

監 事 長坂 美喜雄 【五 町】
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町内会
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町内会
岩本 文彦

26.江の島弁天会
渡辺 英雄

私たちと共により良い片瀬地区を作っていきましょう
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市
民
セ
ン
タ
ー
長

片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
長

幸
田

一
線

令和５年５月２２日（月）に開催され、令和４年度の事業報告及び収支決算
報告、令和５年度事業計画及び収支予算などが審議され、すべて承認されま
した。

令和４年度は、役員会を７回開催し延べ３４人、定例会を３回開催し延べ５７
人、編集会議を３回開催し延べ２１人が参加しました。
片瀬地区２６自治町内会の会長で組織する団体として、情報共有、意見交

換、相互の交流など、事業の実施を通じて自治町内会及び各地域団体との
連携を深めていくことを確認しました。

今
年
度
、
自
治
連
及
び
各
協
議

会
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
と
同
じ
よ
う
に

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
会
か

ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
戦
没
者

慰
霊
祭
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
研
修(

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
避
難

塔
見
学)

を
自
主
防
災
協
議
会
と

合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
自
治
町
内
会
で
は
、
加
入
者

の
減
少
、
役
員
の
な
り
手
不
足
と

い
う
問
題
が
近
年
ま
す
ま
す
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
こ
れ

ら
を
重
点
目
標
に
置
き
、
二
度
の

定
例
会
で
は
そ
の
対
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
こここの

我
々
自
治
会
は
、
各
協
議
会
へ

の
出
向
委
員
の
母
体
と
な
る
組

織
団
体
で
あ
り
、
委
員
を
推
薦

す
る
役
目
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

近
隣
自
治
会
及
び
各
ブ
ロ
ッ
ク

間
の
情
報
共
有
を
図
る
立
場
に

あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
よ
り
有
意
義
な
自

治
連
の
あ
り
方
の
模
索
を
続
け

な
が
ら
、
各
自
治
町
内
会
が
事

業
を
円
滑
に
行
い
、
自
治
会
同

士
の
共
有
を
図
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
各
協
議

会
と
協
働
で
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
五
年
四
月
一
日
付
け
で

片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。

片
瀬
・
江
の
島
地
区
は
、
緑
や

潮
の
香
り
漂
う
自
然
豊
か
で
、

江
の
島
神
社
や
龍
口
寺
な
ど
の

歴
史
と
文
化
が
大
変
深
く
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
暮

ら
し
や
す
さ
に
お
い
て
人
気
が

高
い
地
域
で
す
。

昨
年
度
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
爆
発
的
な
感
染
拡

大
に
よ
り
、
地
域
活
動
を
含
め

様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
停
滞
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
５
類
へ
移
行

し
た
こ
と
で
、
人
の
交
流
が
活
発

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
地

域
の
強
み
を
生
か
し
、
片
瀬
地
区

が
持
つ
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、
地
域
の
皆
様
と
協
働
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
減
少
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
、

地
域
と
行
政
、
関
係
団
体
な
ど

が
連
携
し
、
よ
り
良
い
「
地
域

づ

く
り
」
を
進
め
、
地
域
が
よ
り
暮

ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
職
員
一

同
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

あ
い
さ
つ

副会長 中島 尚之 【 東 】

会 計 北村 守良 【新屋敷】

監 事 平田 正治 【片瀬山】
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【 片瀬中学校との合同防災学習会 】
片瀬三和会 会長 中島 尚之 （片瀬地区自主防災協議会 会長）

公
園
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防

災
倉
庫
内
の
リ
ヤ
カ
ー
の
組
立

て
と
操
作
体
験

上
諏
訪
神
社
に
建
立
さ
れ
て
い
る

関
東
大
震
災
の
震
災
記
念
碑

片瀬地区では、毎年、自治町内会と片瀬中学校と合同で防災に関
する学習会を開催し、自治町内会の自主防災活動に関する取組みな
どを紹介しています。

自治町内会と中学校が協力して実施する学習会は、市内の中学校
(１９校）のうち、唯一片瀬中学校のみで実施されています。（４３２人）

今年度の合同防災学習会は、関東大震災が発災して１００年の節
目となる、９月１日（金）に開催されました。

学習会当日は、全校生徒が自治町内会ごとに別れ、役員と顔合わ
せを行いました。役員から、生徒に各自治町内会の防災に対する取
組を説明した後、集団下校し、自治町内会の一時避難場所や、公園
などにある防災倉庫に保管されている防災資機材の紹介、操作体験
などを行いました。

片瀬三和会では、自治町内会役員の紹介、自治町内会の自主防
災計画、大災害が発災した時に自治町内会として生徒に期待してい
ることなどを説明し、生徒、引率の先生、自治町内会役員が一斉に集
団下校を行いました。

集団下校の途中では、上諏訪神社内にある大正１２年に発生した
大正

戦
没
者
慰
霊
祭
を
終
え
て

片
瀬
・江
ノ
島
地
区

戦
没
者
顕
彰
会

田
中

徳
治

片
瀬
弥
生
会
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長
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沼

幸
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こ
ん
に
ち
は
、
「
片
瀬
弥
生
会
」
で
す
。

本
年
度
、
一
年
目
の
町
内
会
長
で
す
。

当
町
内
会
は
、
片
瀬
地
区
の
北
端
に
あ

り
、
藤
沢
市
役
所
ま
で
徒
歩
１
５
分
、
片
瀬

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
徒
歩
３
０
分
で
す
。

町
内
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
食
品
ス
ー
パ

ー
、
病
院
な
ど
が
あ
り
便
利
で
す
。
し
か

し
、
海
抜
４
ｍ
前
後
と
土
地
が
低
い
た
め
、

境
川
が
氾
濫
し
た
時
の
水
害
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

町
内
会
の
参
加
世
帯
数
は
、
現
在
約
４
３

０
世
帯
で
す
。
内
訳
は
、
戸
建
て
１
１
０
世

帯
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
３
２
０
世
帯
で
、
集
合

住
宅
世
帯
が
多
い
構
成
で
す
。

本
年
５
月
、
大
源
太
公
園
で
防
災
訓
練

を
一
部
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
共
同

で
実
施
し
ま
し
た
。
雨
天
で
規
模
を
縮
小

し
て
行
い
ま
し
た
が
、
約
９
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
６
月
に
は
、
４
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
理
事
会
と
打
合
せ
を
行
い
、
本
年

度
の
町
内
会
活
動
と
来
年
度
の
防
災
訓
練

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
も
、
各
マ
ン
シ
ョ
ン
ご

と
に
名
簿
の
預
り
を
お
願
い
し
、
現
在
、
各

理
事
会
で
検
討
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
了

承
し
た
理
事
会
へ
は
、
名
簿
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
構
造
上
、
災
害

に
強
い
の
で
、
今
後
は
、
戸
建
て
と
の
災
害

協
力
な
ど
を
検
討
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

町
内
会
は
、
戸
建
て
中
心
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
集
合
住
宅
世
帯

へ
の
対
応
も
工
夫
し
、
み
ん
な
が
参
加
で

き
る
町
内
会
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
・
町
内
会
紹
介

「
み
ん
な
で
作
る
町
内
会
」

【防災訓練 消火訓練の様子】

「
戦
没
者
顕
彰
会
」
と
し
て
、
旧
来
の
「
戦
没
者
遺
族
会
」

が
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域
に
よ
る
戦
争
の
歴
史
を
語

り
継
ぐ
行
事
と
し
て
は
、
２
回
目
と
な
る
戦
没
者
追
悼
式
が

２
０
２
３
年
５
月
２
７
日
、
片
瀬
諏
訪
神
社
祖
霊
舎
に
て
、
片

瀬
地
区
自
治
町
内
会
連
絡
協
議
会
の
協
力
の
も
と
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

祖
霊
舎
に
は
日
清
・
日
露
・
支
那
事
変
・
大
東
亜
戦
争
に
殉

じ
た
１
７
７
柱
の
御
霊
が
祀
ら
れ
、
誰
も
が
戦
争
の
記
憶
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
大
切
な
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

戦
後
七
十
八
年
が
経
過
し
、
戦
争
体
験
者
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
昨
今
、
戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て

戦
争
の
記
憶
や
教
訓
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
の
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
戦
没
者
追
悼
式
に
携
わ
る
こ

と
で
、
教
科
書
で
戦
争
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
戦
陣
に
倒
れ

た
方
の
気
持
ち
に
思
い
を
寄
せ
、
遺
さ
れ
た
遺
族
の
ご
苦
労

を
聞
き
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
痛
感
し
、
戦
争
と
い
う

も
の
に
触
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

第
３
回
戦
没
者
慰
霊
祭
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
と
な
る
２

０
２
５
年
５
月
に
斎
行
予
定
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
華
や
か
な
観
光
地
と
し
て
の
片
瀬
・
江
ノ
島
に
戦
争

の
惨
禍
が
あ
り
、
先
人
ら
が
今
の
私
た
ち
に
何
を
遺
し
た
か

っ
た
の
か
、
戦
没
者
ら
が
描
い
て
い
た
将
来
の
姿
を
今
の
私
た

ち
は
実
現
出
来
て
い
る
の
か
。

と
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

対
し
て
戦
争
を
考
え
る
機
会

に
な
れ
ば
幸
甚
で
す
。

【戦没者慰霊祭の様子】

関東大震災及び、翌年、余震として発生した丹沢地震について記載さ
れている震災記念碑について説明しました。（右下写真） 次に、一時
避難場所の案内や防災井戸の場所の確認・操作及びバケツリレーの
体験を行いました。その後、片瀬中央平和会も合流し、片瀬３丁目まち
かど公園内に設置されている片瀬三和会の防災倉庫の中にあるリヤ
カーや担架などの防災資機材の紹介と組み立てを行い、実際に生徒も
リヤカーの操作体験を行いました。生徒達は説明を興味深く聞いてい
ました。

中学生の皆さんには、災害が発生した時、避難所生活が軌道に乗る
まで、貴重な戦力として活躍することを期待しています。具体的には、
高齢者・生徒・児童等への声掛け、避難誘導、避難所運営に必要な物
資の運搬・配布、災害に関する情報の共有・伝達や、避難所運営員会
と連携した活動などです。

この合同防災学習会を経験し、将来、国内・国外に出て、現地で災害
に遭遇した際、自発的に活動できる立派な大人になることを、心から
願っています。

自
治
町
内
会
ご
と
に
防
災
の
取

組
を
説
明


